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＜あらまし＞ ᐙᗞでの㜵⅏行動の実㊶を┠ᣦした高ᰯに࠾ける㜵⅏教育について，㜵⅏意識

の高まり，ᐙᗞでの㜵⅏行動の実㊶状ἣ，ཬびᐙᗞでの㜵⅏行動をጉࡆる要ᅉについて，分析

を行った．その結果，㜵⅏教育によって高ᰯ⏕の㜵⅏意識が高まったとしても，ᛀ༷，ぶ子関

係，ぶ子間の㜵⅏意識ࣕࢠップ，⏕活⎔ቃの 4 つがᐙᗞに࠾ける㜵⅏行動の㜼ᐖ要ᅉとなりࠊ

ᐙᗞでの事前㜵⅏行動の実㊶がಁされない可能ᛶが᫂らかになった． 
＜キーワード＞ 㜵⅏教育，精⦓化ぢ㎸みモデル，ࢼッジ 
 
1. はじめに 

文㒊科学┬（2013）は，㜵⅏教育のࡡらい

として，「༴㝤を理解࣭予測し，Ᏻ全☜保のた

めの行動ができ，日ᖖ的なഛえができる」等

をᥖࡆている．学ᰯが行う㜵⅏教育は学ᰯで

ඣ❺⏕ᚐを対象として行われることがከいが，

「日ᖖ的なഛえ」を行うためにはᐙᗞでの取

り組みがḞかせず，保ㆤ者の支援࣭༠ຊをᚓ

る必要がある． 
学ᰯが保ㆤ者等ᐙᗞを対象に，ཪは保ㆤ者

等ᐙᗞをᕳき㎸んで行う㜵⅏教育の実㊶には，

ᑠ学ᰯప学年とその保ㆤ者を対象とした㇏ἑ

ら（2019）やᑠ学ᰯ 4 年⏕と୰学⏕保೺ጤဨ

とその保ㆤ者を対象とした㕥ᮌ࣭ 村上（2021）
の実㊶があるが，高ᰯ⏕を対象とした取り組

みの⵳✚は༑分でない． 
㜵⅏教育のࡡらいを達成すべく，高ᰯに࠾

いてもᐙᗞでの事前㜵⅏対⟇行動に結びつく

㜵⅏教育（௨ୗ「実㊶的㜵⅏教育」）の開発，

実㊶を通じて，ᐙᗞに࠾ける事前㜵⅏行動を

ಁす必要がある． 
  
2. ┠的 

高ᰯに࠾ける実㊶的㜵⅏教育の開発をᛕ㢌

に，ᐙᗞでの事前㜵⅏行動の実㊶関して，学

ᰯが行う⏕ᚐを対象とした᪤存の㜵⅏教育の

ຠ果とㄢ題を分析する必要がある．  
そこで，Paton(2005)，ཬびᑿ関࣭ ᓥᓮ（2017）

をᛕ㢌に，㜵⅏意識の高まりとᐙᗞに࠾ける

事前㜵⅏行動との関係についてㄪᰝ，分析の

実᪋を┠的とする．あわせて，事前㜵⅏行動

が༑分にಁされていないሙྜにはその㜼ᐖ要

ᅉについて検討することを┠的とする． 
 

3. 方法 
筆者が 2023 年 4 ᭶に実᪋した㜵⅏教育を

対象とする．実㊶は，高ᰯ 2 年⏕（269 ྡ）

を対象に，ࣁザードとしてᆅ㟈を取りᢅった．   
実㊶は，ձ自ಙのリスクㄆ知，ᐙᗞの事前

㜵⅏対⟇行動状ἣなどについてのワーク，ղ

動⏬視⫈（実㝿のᆅ㟈のᵝ子と༴㝤の解ㄝ，

対⟇についてのᥦ᱌をྵࡴ内容），ճᆅ㟈のリ

スクㄆ知のኚ化の☜ㄆ，௒ᚋとるべき事前㜵

⅏対⟇行動についての行動ィ⏬を❧᱌するワ

ークを実᪋した． 
実㊶┤ᚋに，㜵⅏意識ᑻ度（ᓥᓮ࣭ᑿ関，

2017）の測定を行った．実㊶の⣙ 3 㐌間ᚋに，

ᐙᗞに࠾ける事前㜵⅏対⟇行動の実᪋状ἣに

ついてㄪᰝを行った．さらに，高ᰯ⏕ 8 ྡを

対象にインタࣅューㄪᰝを行った． 
 

4. 結果と⪃ᐹ 
実㊶的㜵⅏教育の結果，高ᰯ⏕の㜵⅏意識

は表㸯に示す通り，高いỈ準となった．一方

で，ᐙᗞに࠾ける事前㜵⅏対⟇行動の実᪋⋡

は 26.7㸣にとどまった．事前㜵⅏対⟇行動が
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ᮍ実᪋の⏕ᚐを対象に，ᮍ実᪋の理由を複数

ᅇ⟅可の᮲件でᑜࡡたとこࢁ，表㸰の結果が

ᚓられた．㜵⅏意識の高まりが必ずしもᐙᗞ

での事前㜵⅏対⟇行動に結びつかない可能ᛶ

が示၀されるとともに，ᐙ᪘の༠ຊが必要と

なることがᐙᗞに࠾ける実㊶をጉࡆる要ᅉで

ある可能ᛶが示၀された． 
表㸯 㜵⅏意識ᑻ度の結果 

 
表㸰 事前㜵⅏対⟇行動を実㊶しなかっ

た理由（複数ᅇ⟅可） 

 
さらに，インタࣅューㄪᰝを行った結果，

㜵⅏意識を高めた高ᰯ⏕が，ᐙᗞで事前㜵⅏

対⟇行動を実㊶するにあたって，ḟの 4 つが

ㄢ題となる可能ᛶが᫂らかになった． 
(1) 実㊶すべきことをᛀれる（ᛀ༷） 
(2) ぶ子間の࣑ࢥュニケーシࣙンの取りや

すさ（ぶ子関係） 
(3) ぶ子間の㜵⅏意識ࣕࢠップ（㜵⅏意識ᕪ） 
(4) ⏕活⎔ቃ࣭ᐙᗞの㈨※ 

高ᰯ⏕は，学ᰯでの㜵⅏教育を通じて，論

理的に⅏ᐖ対⟇の必要ᛶをㄆ識し，㜵⅏意識

を高めたと⪃えられる．一方で，ᐙᗞではᐙ

᪘との関係ᛶなどのᙳ㡪をうけ，㜵⅏上のほ

点からは㠀ྜ理的な意ᛮỴ定を行っているも

のと⪃えられる． 
 

5. ௒ᚋのィ⏬ 
 事前㜵⅏対⟇の必要ᛶとල体⟇をㄆ識す

る一方でᐙᗞでの実㊶に結びつかない⌧状が

ある．事前㜵⅏対⟇に࠾ける୙ྜ理な意ᛮỴ

定が行われている可能ᛶを㋃まえ，ᚰ理学分

㔝に࠾ける精⦓化ぢ㎸みモデルに基づく㜵⅏

教育プログラムを開発し，そのຠ果を検ドす

る． 
 開発する㜵⅏教育プログラムは，高ᰯ⏕を

対象とした学ᰯでの授業とᐟ題に┦ᙜするᐙ

ᗞでの実㊶活動，学ᰯでの᣺り㏉りの㸱つの

パートでᵓ成する． 
学ᰯでの授業では，精⦓化ぢ㎸みモデルを

ᛕ㢌に，論理的な意ᛮỴ定である୰ᚰ的ルー

トへാきかけるべく，ᆅ㟈⅏ᐖの༴㝤，ᐙᗞ

に࠾けるリスク，対処行動を学習する．また，

ᐙᗞでの実㊶をᛕ㢌に，ᐙ᪘のㄝᚓ方法など

についてල体的に検討し，㜵⅏行動ィ⏬を❧

᱌する． 
ᐙᗞでの実㊶では，㠀ྜ理な意ᛮỴ定が行

われる可能ᛶを⪃៖し，୰ᚰ的ルートに加え，

┤ឤ的判᩿を行う࿘辺的ルートの୧方を฼用

して，高ᰯ⏕を୰ᚰにᐙᗞに࠾ける事前㜵⅏

行動の実㊶をಁす．≉にࠊ࿘辺的ルートにつ

いて，行動⤒済学に࠾けるࢼッジを฼用する． 
学ᰯでの᣺り㏉りでは，㜵⅏行動ィ⏬の実

᪋状ἣを᣺り㏉り，ィ⏬のᨵၿを行う． 
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